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新潟 RC ７月第 ４例会 (2018.7.24) №３２４２ 

 

(1) ロータリーソング「それでこそロータリー」斉唱 

 

(2) 若槻 良宏会長挨拶 

本日は、前橋ロータリークラブから宮﨑瑞穂会長はじめ２９名

の皆様をお迎えし、また新潟ロータリークラブの元会員であり、

元野球同好会監督の高橋清文さんご夫妻、新潟ロータリーク

ラブのご家族の皆様、そして、新潟ローターアクトクラブの塚田

忠幸会長はじめ 6 名のローターアクトの皆様をお迎えし、納涼

例会が開催できることを大変うれしく思います。  

暑い日が続いております。本日の前橋市の最高気温は３７度

でした。新潟市の最高気温は３２度でした。とても避暑とはいえ

ませんが、それでも５℃の差は大きいと思います。ちなみに、

納涼とは、涼しさや過ごしやすさを工夫して創り出し、味わうこ

とであると解されています。本日は、皆様とともに、涼しさを「味

わう」ことにより、暑さを忘れたいと思います。 

さて、前橋ロータリークラブと新潟ロータリークラブは、かつて

同じ地区で活動していたご縁から、１９９４年４月１２日、ホテル

イタリア軒において友好クラブ締結の調印式を行いました。以

後、友好クラブとして交流が続き、現在は、毎年、７月の納涼例

会、４月の観桜例会における相互訪問、ゴルフ同好会や野球

同好会を通じての交流を続けております。本年度（２０１８－２０

１９年度）は、友好クラブ締結２５周年の節目の年度にあたりま

す。友好の橋を架けてくださった両ロータリークラブの先輩方

に感謝するとともに、未来に向けて、友好の絆をさらに強固に

していければと思っております。 

両クラブは、多くのガバナーを輩出してきた歴史と伝統のある

クラブです。本日も３名のパストガバナー、曽我隆一パストガ

バナー、本田博己パストガバナー、石本隆太郎パストガバナ

ーにご参加いただいております。今後も地域のリーダークラブ

として、切磋琢磨し、成長していくことが求められていると思い

ます。そのためには、両クラブがこれまで培ってきた親睦と友

情を礎にしつつ、時には、クラブの運営や奉仕プロジェクトに

ついて協議、意見交換を行うことなども必要ではないかと思い

ます。友好クラブの締結書にも同趣旨の記載があります。両ク

ラブは、それぞれ特徴のある独自の奉仕プロジェクトを行って

おります。例えば、前橋ロータリークラブには、外国人の留学

生を支援するための独自の奨学金制度があります。この奨学

金制度は、前橋ロータリークラブの創立４５周年を記念しての

事業であり、毎年奨学生を選考し、月額の奨学金を支給して

います。一方、新潟ロータリークラブには、青少年の育成を支

援するための独自の基金、青少年育成基金による表彰制度が

あります。この基金は、創立５０周年を記念して設立され、これ

までに４５の個人や団体に、総額１０９１万円を贈呈しました。

各クラブの奉仕プロジェクトの意義などをもっと共有できれば

素晴らしいと思います。また、今後は、これまで培ってきた親睦

と友情を礎にして、将来的には両クラブが連携協力し合って、

共同で奉仕のプロジェクトなどを企画・実行できれば、さらに素

晴らしいと思っております。 

それから、本年は、もう一つ記念の年にあたります。ヒントは唄

です。本年は、前橋ロータリークラブにコーラス部会が誕生し

てから１０年の記念の年です。前橋ロータリークラブの６０周年

の記念誌において、当時の部長の菊川会長エレクトは、「前橋

ロータリークラブ コーラス部会は２００８年、坂内年度のとき新

潟クラブ友好訪問に向かうバスの中で誕生した。新潟の例会

懇親会で唄を披露することになり、道中その練習を始めた瞬

間であった。それより以前の例会終了時に、坂内（さかうち）会

長は必死に唄を覚えてもらおうと、会場で音源テープを流して

いたが大概の会員は真剣にきく様子もなく、私自身でさえ「本

当に歌うんかいな」と半身半疑のまま新潟例会訪問の当日を

迎えた。しかし、当時の長峰会員と奥様達の熱意によって状況

は一変した。アルコールの力を借りて新潟までのバスの中は

皆がなんとか唄を覚えようとする真剣さに溢れた。そして意外

と合唱することを快感に感じている自分達に気付いていた」と

コーラス部会の誕生秘話を述べられております。部会設立１０

周年、誠におめでとうございます。本日のバスの道中も、合唱

の練習をされたものと思われます。皆様のコーラスの力量から

すれば、もはやアルコールの力は必要のないレベルのはずで

す。もしかしたら、アルコールの力を借りるのではなく、合唱の

力を借りて、いわば合唱を口実にアルコールを召し上がってこ

られたのではないでしょうか。本日も懇親会での皆様の合唱を

楽しみにしております。 

また、今回は、新潟ロータリークラブも、石本隆太郎パストガバ

ナーの令夫人石本陽子さんのご指導のもと、合唱に挑戦いた

します。石本陽子さんは、本年７月１日付で国際ソロプチミスト

アメリカ東リジョンのガバナーにご就任され、ご多忙ななか、私

たちを指導してくださいます。ぶっつけ本番で、実は私もまだ 
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何を唄うかわかっていないという状況ですが、私たち新潟

ロータリークラブは、アルコールの力を大いに借りて合唱し

たいと思います。新潟ロータリークラブの皆さん、頑張りまし

ょう。 

また、本日は、新潟ローターアクトクラブのローターアクタ

ーも多数出席してくれましたので、このあと、皆さんとともに、

ローターアクトの歌も唄いたいと思います。 

以上のとおり、本日は、唄のメニューが盛りだくさんです。

本日は皆さんとともに声高らかに唄い、涼しさを味わい、暑

さを吹き飛ばしましょう。楽しい納涼会になることを祈念い

たしまして会長の挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

(3) ゲストの紹介 

・前橋 RC２９名、元会員・夫人２名、会員夫人４名、RA６名 

(4) 前橋 RC会長 宮崎 瑞穂会長ご挨拶 

(5) 徳永直前会長ＲＩ国際大会（トロント）の参加報告 

(6) ニコニコボックス紹介（若杉 武委員長） 

・前橋 RC 宮﨑瑞穂会長 恒例の納涼例会にお招き頂き

まして有難うございます。今後も長いお付き合いを宜しくお

願い申し上げます。 

・若槻良宏会長、大澤強幹事 本日は、前橋ロータリークラ

ブから宮﨑瑞穂会長はじめ２９名の皆様をお迎えし、また、

新潟ロータリークラブの元会員、ご家族、新潟ローターアク

トクラブの皆様をお迎えし、納涼例会が開催できることにニ

コニコします。 

・金井 政則君 日曜日のゴルフ懇親会で優勝させて頂き

ました。参加メンバー混戦の中、高橋 康隆さん、佐藤 邦

栄さんとパートナーに恵まれ、猛暑の中、適度に風もあり

楽しくラウンドさせて頂きました。本来、１０発に１発のショッ

トが多く出たことと、苦手のバンカーが１回だった事が勝因

と思います。森安千博さんと同点ベベスグロでニコニコ。懇

親会の中華もとても美味しかったです。 

(7) ７月２４日例会の出席率 ５９．０４％ 

会員数 ８８名（出席免除会員 ６名） 

出席者 ４９名（出席免除会員 １名を含む） 

 (2週間前メーク後 ８２．１４％) 

 

８月７日の例会予定 

卓話「会員増強について」  

田中 雅史 地区会員増強委員長(新潟南 RC) 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

前橋 RC 新潟 RC合同納涼例会懇親会 

岡村親睦委員長 懇親会開始宣言 

・芸妓手踊り   

・乾杯 前橋ＲＣ・曾我パストガバナー 

・新潟ＲＣ合唱（四季の歌、おお牧場はみどり、幸せなら

手をたたこう ソングリーダー 石本陽子さん） 

・新潟 RAC ローターアクタートの歌斉唱 

・万代太鼓  飛龍会   

・前橋ＲＣ 合唱 

・中締め 新潟ＲＣ 石本パストガバナー 

・手に手つないで 合唱 

・閉会  前橋ＲＣ見送り 
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